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和泉葛城山植物調査（2009年） 

 

上久保 文貴（自然遊学館わくわくクラブ）・湯浅 幸子・岩崎 拓（貝塚市立自然遊学館） 

 

摘要 

 貝塚市蕎原から和泉葛城山への登山道には、春日橋から本谷沿いに登り標高 375ｍ付近から宿ノ

谷に入る Aコースと、塔原からの登山道と合流して枇杷平を通過する Bコースがある。貝塚市立自

然遊学館ではこれまで継続して貝塚市内の植物調査が行われてきたが、登山道 Bコースに関しては、

調査が行われたことがなかった。そこで本年度には、貝塚市内の植物相を明らかにすること、およ

び和泉葛城山登山や東手川ハイキングなどの自然遊学館主催の行事の資料を提供する目的で、登山

道 Bコースを含めて、山頂付近、登山道 Aコース、および東手川において植物調査を行った。 

 

1．登山道 Bコースの植物 

蕎原集落の裏山をのぼり、岸和田市との境界線に沿った尾根筋の道を枇杷平を経て山頂に向かう

コースである。集落の登り口近くでは、オオイヌノフグリ、タチイヌノフグリ、フラサバソウなど

の帰化植物や、ハコベ、キウリグサ、タネツケバナ、カラスノエンドウなどの人里の植物が見られ

る。山地に入るとまだ若いスギ、ヒノキの植林になっているが、林床にはコシダ、ウラジロ、ミヤ

コザサなどが多く、ヒサカキ、ヤマウルシ、サカキ、アオキなどの低木も所々に見られる。 

 標高 300ｍ付近まで進むとコナラ、アベマキ、リョウブ、ネジキ、タカノツメなどの雑木林にな

っている。かつては薪炭林として利用された二次林かと思われるが、その中にコジイ、シラカシ、

ヤマモモ、ヤブツバキ、サカキ、タラヨウ、アオキ、マンリョウなどの照葉樹林を構成する樹種が

多く見られ、特にツブラジイ、シラカシ、ヤマモモなどの直径 40～50cm ほどの大木があちこちに

見られる。人手の加わる前のこの地方の自然植生はシイ、カシなどの常緑広葉樹林（照葉樹林）で

覆われていたと考えられているが、その面影の一端をうかがい知ることができる場所である。 

 フユイチゴ、ビナンカズラ、コウヤボウキ、シュンラン、コクランなどを見ながら急な坂道を登

ると、標高 350ｍほどのところはマダケ林になっておりフモトシダ、ヘラシダ、シャガ、ドクダミ

などやや湿地を好むものが多い。また、この付近で注目すべきものとしては、春早くジンチョウゲ

に似た花をつけるコショウノキ、大阪府では北部にはなく南部山地に希にみられるムロウマムシグ

サや、南部山地には多いが北部にはないマルバウツギなどがある。 

岸和田市との境界線の尾根筋近くまで登ると、崩れやすい泥岩質の地層で貧栄養の急斜面があり、

ウバメガシの純林になっている所がある。そこを通り抜けると、急に視界が開け眼下に塔原の古く

からの集落があり、その向こうに大阪湾が一望できる。この尾根で塔原からの登山道と合流し、尾

根筋の道を枇杷平、玉冷泉を経て山頂へ向かうが、この付近ではモチツツジ、コウヤボウキ、ゼン

マイ、チゴユリなどがあり、やや珍しいものでフユザンショウ、ツルグミ、ミヤマナルコユリ、ダ

ンコウバイ、タマミズキ、コバンノキなどがあり、大阪府準絶滅危惧種のコショウノキは 6月の調

査時には赤い実をつけていた。 
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 枇杷平近くまで登ると、高さ 10ｍ～15ｍほどの美しいアカマツ林が多くなるが、上層はアカマ

ツの樹冠が覆い、中層はリョウブ、ネジキ、コナラ、ツブラジイ、ヒサカキなど、下層にはモチツ

ツジ、ウラジロ、ミヤコザサなどが見られる。かつて、アカマツ林は大きなアカマツは建築用材な

どに残し中層部のリョウブ、コナラ、ネジキなどの雑木は 15 年ほどの周期で伐採し、薪や炭の材

料として利用したものである。 

古くから雨乞いのための祈りの場であった枇杷平付近もアカマツ林やスギ、ヒノキの植林が多い

が、南側の急斜面には、ウバメガシの純林になった所がある。注目すべきものとしてはトサノミツ

バツツジ、コバンノキ、コガクウツギ、エビガライチゴ、ウリハダカエデ、ノリウツギ、イタヤカ

エデ、ウラジロノキ、ツルシキミ、タマミズキ、ヒメクロモジなどがある。 

 標高 600ｍほどの所で、300ｍほど舗装された林道（車道）を歩くが、道沿いにはヨウシュヤマ

ゴボウ、イワヒメワラビ、シラカシ、ヒカゲノカズラ、ガンピ、ムロウマムシグサ、ヒメハギ、セ

ンブリ、ササユリなどが見られる。 

再び登山道に入ると「みどりの百選」の石標がある。ホオノキ、アカショウマ、タンナサワフタ

ギ、イタヤカエデ、カキノハグサ、メギ、タムシバなどを見ながら進むと、古くから年中清水が湧

いている玉冷泉（天保 4年）の石標がある。イチヤクソウ、タツナミソウ、シラキ、ギンリョウソ

ウを見ながらしばらく進むと標高 790ｍの地点に分岐点があり、右折すると Aコースへ通じる作業

道である。 

 

２．登山道 Aコースの植物 

 登山道 Aコースは、春日橋より本谷沿いに登り標高 375ｍ付近から宿ノ谷に入り、谷筋に沿った

道を山頂に向かうコースである。谷筋の地形は急で谷底はＶ字形に深く削られ、ハシカケノ滝（白

糸滝）など各所に滝が見られ、侵食の激しい壮年期初期の地形かと考えられている。谷の両側斜面

は古くからその大半がスギ、ヒノキの人工林になっているが、その林床や谷筋には貴重な植物が残

されている。 

 登り口の春日橋付近（標高 308ｍ）もスギの人工林になっているが、川岸や道沿いの林内にはオ

オハナワラビ、クジャクシダ、キチジョウソウ、ウラジロマタタビや暖地性のホウライカズラ、ム

ロウマムシグサ、モミジカラスウリ、コショウノキ、イワタバコ、ミヤコミズなど貴重な植物が見

られる。 

 標高 375ｍ付近で左折して橋を渡ると宿ノ谷林道に入るが、周りはスギ林で林内にはアオキ、ニ

ワトコ、ネズミモチなどの低木やウラジロ、コシダ、フモトシダ、チゴユリ、ササユリなどの草本

が見られる。  

 標高 400ｍほどの尾根筋に出ると、急傾斜のため植林ができなかったのかウバメガシ、コナラ、

リョウブ、ネジキ、アカマツ、タカノツメなどの雑木林になったところがある。 

 標高 410ｍ付近は深い渓谷になっており、谷底から伸びたケケンポナシやスギは樹高 30ｍほどの

大木になっており、その急斜面のスギ林の中はヤブツバキ、アオキ、シロダモ、アラカシなどの常

緑樹が多く、かつての照葉樹林の名残をとどめているが、シラキ、アカシデなどの落葉樹も混じっ
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ている。 

 標高 470ｍの橋を渡ると、緩やかな上り坂で川幅も広く、両岸のスギの植林も古く直径 40～50cm

の大木も多い。風の為に落下したスギの枝にカヤランが着生していた。エゴノキ、オオバアサガラ、

コショウノキ、ツルシキミ、ミカエリソウ、ヒトリシズカ、フタリシズカ、ムカゴイラクサ、ヒメ

レンゲ、トウゴクサバノオ、リョウメンシダなど希少種も多い。また、ここにはシロバナショウジ

ョウバカマによく似るが少し違う個体の集団がある。花の色が咲き始めは白いが次第に黄色みを帯

び花柄がやや長くなる集団で他地域でも問題になっているが、山住一郎氏によるとショウジョウバ

カマとシロバナショウジョウバカマの雑種らしい。(近畿植物同好会会報 101号) 

 標高 500ｍの橋を渡ると湿地がありミズタビラコ、ミゾホオズキ、ミズタマソウ、キツリフネな

どがある。ヒトリシズカ、トチバニンジン、ヤマジオウなどを見ながら進むと大阪みどりのトラス

ト協会の説明板（標高 536ｍ）があり、これより先は天然記念物のブナ林保全のためのバッファゾ

ーンになっている。この付近もスギの人工林で林内にはアブラチャン、ウラジロガシ、ヤブツバキ、

エゴノキ、ハナイカダなどの低木が多い。次第に坂は急になり、谷の中から斜めに立ったアスナロ

の大木がある。 

 標高 580ｍのハシカケノ滝は近木川水系では最大級の滝で、林道のコンクリート舗装もここまで

で谷の右岸側には、これから先スギ、ヒノキの人工林もない。道ばたにミヤマウコギ、タンナサワ

フタギ、ウリノキ、モミジガサ、イズミカンアオイなどが見られ、谷筋にはヤブツバキ、ツルマサ

キなどの常緑樹が見られる。右岸の斜面はヤマザクラ、アカシデ、コナラ、イヌザクラなどの落葉

樹の明るい林で、林床にはメギ、ヤマルリソウ、チゴユリ、タチネコノメソウ、テイショウソウ、

コウヤボウキ、イワガラミ、クサアジサイ、ヤマアジサイ、テイカカズラなどが見られる。 

 標高 650ｍ付近には、大きなブナの木があり、このコースを登ると最初に見るブナである。付近

はヤマザクラ、ウラジロノキなどがあり、尾根筋の急斜面はウバメガシが多く、リョウブ、コナラ、

ネジキ、ヒサカキ、イヌツゲなどを交えた二次林になっている。 

 標高 690ｍの所に分岐点があり右折するとブナ保全のための作業道になる。この付近ではヒメコ

ウゾ、ウド、アキチョウジ、ホオノキ、ウリノキ、アカシデなどが見られる。 

 

３．東手川の植物 

東手川は近木川の支流で、春日橋付近で近木川と分かれ、最上流部は和泉葛城山系の尾根筋にあ

る五本松付近である。今回の調査は、その下流部の標高 308ｍの春日橋から標高 460ｍのカネギリ

谷の橋までである。 

今回の調査で出現した植物は 76科 192種あり（表 1）、他の調査地と比べて調査区域が狭い割に

出現種数が多い。東手川も上流部はスギ、ヒノキの人工林が多いが、今回調査した下流部は比較的

道も緩やかで、古くから里山として利用され、人の立ち入りも多かったものと思われる。そのため

かアメリカセンダングサ、ブタクサ、セイタカアワダチソウなどの帰化植物やオオバコ、タネツケ

バナ、ツユクサなどの人里の植物の侵入が多く、出現植物も多くなっているものと思われる。 

登り口の春日橋付近の道ばたにもゲンノショウコ、イヌタデ、オオバコ、ツルマメなどの人里の
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植物が見られるが、近くの水のみ場周辺では環境省の絶滅危惧Ⅱ類に指定されているミヤコミズや

葉が 2ｍ近くにもなる大型シダのオオバノハチジョウシダやノコギリシダ、イブキシダ、クリハラ

ン、オオツヅラフジなどの、この地本来の山の植物の希少種も見られる。 

標高 325ｍの東手川橋付近ではヒヨドリバナ、カラムシ、ヒメコウゾ、ウツギなどがあり、川岸

にはイヌガヤ、ウリノキなど大阪ではやや珍しいものも見られる。橋を渡ると空き地になった広場

があり、アメリカイヌホオズキ、ダンドボロギク、アメリカセンダングサ、ブタクサなどの帰化植

物が見られ、オオバコ、キツネノマゴ、タカサブロウ、ヘビイチゴなど人里の植物も多い。 

 舗装された林道を進むと、ツユクサ、レモンエゴマ、コナスビなどがあり、やや珍しいものとし

てナンバンハコベ、トキワトラノオ、クリハラン、アマチャヅル、リョウメンシダ、アブラチャン、

シオデ、カヤランなどがあり、大阪府レッドデータブックでは要注目種に指定されているセトウチ

ホトトギスも見られる。 

 標高 350ｍ付近で道を離れて川辺に下りるとノコンギク、ヤナギタデ、ハナタデ、ミゾソバ、カ

キドオシ、マタタビなどがあり、シダ植物のイワヒメワラビ、カタヒバなどやや珍しいものも見ら

れる。 

 再び道に戻りコヤブラン、ネコハギ、イナカギク、ヒガンバナ、ガンクビソウ、ヤブコウジ、ヒ

ヨドリバナなどを見ながら進むと、帰化植物のイタチハギがたくさんあるが、砂防用に植えられた

ものらしい。ヨウシュヤマゴボウ、セイタカアワダチソウなどの帰化植物も見られる。またこの付

近の木はネムノキ、ヤマモモ、イロハモミジ、クマノミズキ、アカメガシワ、ヤマアジサイなどが

あり、この付近ではやや珍しいアワブキや山の陰地に生える小さな草のカテンソウが見られる。 

 標高 415ｍほどの所でやや広い川辺の草地に下りるとアカネ、ノコンギク、メナモミ、ミズヒキ、

イヌトウバナなどがあり、希なものとしてはササガヤに似るが山地性でやや大型、節に毛があるミ

ヤマササガヤがあり、やや珍しいオオツツラフジ、ミヤマフユイチゴが見られた。木本ではムラサ

キシキブ、シラキ、ツリバナ、ヤマコウバシなどが見られた。今回の調査は標高 460ｍのカネギリ

橋までで終了した。 

 

４．山頂付近の植物 

 山頂部の約 8haのブナ林は、1923年（大正 12年）国の天然記念物に指定されている。指定され

た理由は、①ブナの南限圏内に近い所にあって純林を作っていることは、植物分布上重要であるだ

けでなく、自然美を表現する価値あるものである。②和泉山脈では、連山が既に人手が加わった林

になっているのにここだけに天然林がある。という 2つである。 

 今回の山頂付近の調査は、天然記念物に指定されている約 8haのブナ林内の道沿いの植物を中心

に調べた。和歌山県側の駐車場から茶店までの道沿いにはアズサ、アカシデ、イヌシデ、ウリハダ

カエデなどがあり、その中に逸出したキウイがあり長いつるを伸ばしていた。また新しいトイレ周

辺にはギンモクセイなどの植栽もありオオバコ、ヨモギなどに混じって帰化植物のシマスズメノヒ

エも見られた。 

 茶店の前の坂道を山頂（標高 858ｍ）まで登ると葛城神社があり、その北側斜面が天然記念物ブ
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ナ林である。ブナの大木が樹冠を覆い、その下にウリハダカエデ、アカシデ、イヌシデ、ツリバナ

などがあり、神社に植えられたサトザクラも古木になっている。 

 神社からブナ林の中を下る長い石段があるが、その周辺にはブナ、イヌブナ、アカシデ、タムシ

バ、ウリハダカエデ、ツリバナなどが多く、林床はほぼ全面をミヤコザサが覆っているが、その中

にテイショウソウ、フタリシズカ、セトウチホトトギスなどの希少種が見られる。石段を下りた所

に鳥居があり登山道 Aコースと Bコースはここで合流する。 

 石段の下（標高 830ｍ）から B コース上部（標高 830ｍ～790ｍ）に入るとブナ、コハウチワカ

エデ、シラキ、コシアブラなどのブナ帯に生える落葉樹が多いが、ここではブナ林の中に常緑広葉

樹のアカガシの大木が見られる。ここで注目すべきものとして大阪では希なテイショウソウ、コハ

ウチワカエデ、寄生植物のヤドリギ、大阪府レッドデータブックで要注目に指定されているイズミ

カンアオイ、カキノハグサがある。 

 石段の下（標高 830ｍ）からブナ林入口（標高 760ｍ）までの Aコース上部に入るとブナ、イヌ

ブナの大木が多く、その中にアズサ、ヤマザクラ、ホオノキ、コハウチワカエデ、タムシバなどの

樹木が各所に見られる。林床にはミヤコザサが多いがツルシキミが一面に広がった所も見られる。

注目すべきものとしては大阪では希なものにコハウチワカエデ、テイショウソウ、ヒナノウスツボ、

ユリワサビ、チドリノキ、キツリフネ、ミヤマハハソ、アズサなどがあり、大阪府レッドデータブ

ックで準絶滅危惧に指定されているメギ、エイザンスミレ、要注目に指定されているカキノハグサ、

アオバスゲ、イズミカンアオイ、ユキザサがある。   

 

表１．和泉葛城山の登山道Ｂコース、Ａコース、山頂、および東手川で確認された植物の科数と種数 （2009年度調査）

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数

合弁花類 19 50 22 46 17 34 15 40 25 102

離弁花類 40 113 45 100 41 87 35 82 54 205

単子葉植物 8 24 10 28 6 16 10 36 12 63

裸子植物 2 3 4 6 1 2 2 3 4 6

シダ植物 14 23 12 20 4 5 14 31 17 46

合計　 83 213 93 200 69 144 76 192 112 422

　作業道では合弁花類5科6種、離弁花類13科15種を確認し、全体の科数と種数には作業道のものも含まれている。

　登山道Bコースは標高250～790ｍ。登山道Aコースは標高308～760ｍ。東手川は標高308～460ｍ。

　山頂付近はブナ林のコアゾーンに相当し、Bコースの標高790ｍ以上の部分、Aコースの標高760ｍ以上の部分に当たる。

東手川 全体

種子植物
被子植物

双子葉植物

植物の分類群

Aコース 山頂Bコース
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調査方法 

 2009年 4月から 10月にかけて、計 8 回の調査を行った。各調査日の調査ルートは以下の通りで

ある（図 1）。基本的に 3名で調査を行ったが、7月 2日、10月 9日、10月 16日は、第一著者のみ

で調査を行った。 

 

4月 22日、登山道 Bコース 

6月 25日、登山道 Bコース＋作業道 

7月 2日、登山道 Aコース 

8月 1日、登山道 Aコース 

9月 10日、山頂付近 

9月 29日、東手川 

10月 9日、登山道 Aコース＋山頂付近 

10月 16日、登山道 Aコース 

 

 各調査日のルートを数区画に分け、区画

ごとに確認された植物の種を記録し、主な

植物の写真を撮影した。また、同定が困難

なサンプルに関しては、自然遊学館に持ち

帰って顕微鏡下で形質を検討して同定を

行った。 

 調査結果は、各調査日のルートの各区画

で確認された種を列記し、各調査地ごとの

まとめのリストを作成した。 

 「作業道」はブナ林の保全のために設け

られたバッファゾーン内に作られた道で、

登山道 Bコースとの交点は標高 790ｍ、登

山道 Aコースとの交点は標高 670ｍである。

「山頂付近」は天然ブナ林保全のコアゾー

ンとし、登山道 Bコースでは作業道との交点を境としてそれより標高が高い部分、登山道 Aコース

ではブナ林保全コアゾーンの境界（標高 760ｍ）を境としてそれより標高が高い部分に相当する。

まとめのリスト（表 2）に示した区分は以下の通りである。 

 

登山道 Bコース：蕎原集落から作業道との交点まで（標高 250～790ｍ）。Bコースの山頂付近部分 

    は含まない。 

登山道 Aコース：春日橋から宿ノ谷を通り、作業道との交点を経てブナ林保全のコアゾーンの境界 

    まで（標高 308～760ｍ）。Aコースの山頂付近部分は含まない。 

和泉葛城山山頂

標高 858 ｍ

本谷

宿ノ谷

作業道

東手川

近木川

春日橋

標高 308 ｍ

枇杷平

ほの字の里

図１．和泉葛城山植物調査ルート

①①

500m500m

① 4月22日 ② 6月25日 ③ 8月1日 ④ 9月10日 ⑤ 9月29日

②②

③③

④④

⑤⑤

蕎原バス停

標高790ｍ

標高690ｍ

標高760ｍ
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作業道：ブナ林保全のためのバッファゾーンに設けられた道。登山道 Bコースとは標高 790ｍ地 

    点で、Aコースとは標高 670ｍ地点で交わる。 

山頂付近：登山道 Bコースの標高 790ｍより上の部分と Aコースの標高 760ｍより上の部分。ブナ 

    林保全のコアゾーンに相当する山頂にある葛城神社の石段の下（標高 830ｍ）で両コース 

    が交わる。 

東手川：春日橋から東手川林道に沿ってカネギリ谷の橋まで（標高 308～460ｍ）。 

 

 以下、出現順に植物名を記した。（実）と（花）はそれぞれ、実がなっていたこと、および花が

咲いていたことを示している。（帰）は帰化植物のことである。また、（やや希）や（希）の区分、

および（南部には多いが北部では希）などの記述は、「大阪府植物目録」（桑島、1990）に従った。

（準絶滅危惧）と（要注目）は、「大阪府レッドデータブック」（大阪府、2000）による。[全]の印

は、「環境省レッドデータブック」（環境省、2000）による。 

 リストの科の区分と順序に関しては、シダ植物は「日本の野生植物 シダ」（岩槻邦男・編著、1995）

に従い、それ以外の植物は「大阪府植物目録」（桑島、1990）に従った。 

 最後に、自然遊学館が画像を所蔵していない種、および、花や実が目立つ種、珍しい種などを中

心に、今回の調査で撮影した画像の図版を示した。 

 

2009年 4月 22日 登山道 B コース  

 蕎原集落から登山道 Bコースに入り、岸和田市塔原からの登山道と合流し、枇杷平より少し下の

眺望の開けた地点まで登り、植物の種名を記録した。調査者 3名。 

 

登山道 Bコース（標高 250ｍ～塔原コースとの合流点・標高 430ｍ） 

マメヅタ、ツタ、フラサバソウ（帰）、ハコベ、ホラシノブ、ドクダミ、セキショウ（花）、キウリ

グサ、スギナ、タネツケバナ、オニタビラコ、カラスノエンドウ、チャセンシダ、イタビカズラ（や

や希）、ノゲシ、アカネ、ボタンヅル、キツネノボタン、ヤエムグラ、ヘビイチゴ、ウマノアシガ

タ、スイバ、レンゲ、カキドオシ、オオバコ、オオイヌノフグリ（帰）、タチイヌノフグリ、カラ

ムシ、セリ、ゼンマイ、ミツデウラボシ、タチツボスミレ、スズメノヤリ、ミミナグサ、ミゾイチ

ゴツナギ、スズメノエンドウ、ヒメウズ、クサイチゴ、オオジシバリ、ムラサキカタバミ、トウバ

ナ、チャ（逸出）、ヘクソカズラ、アケビ、ヒサカキ（雄花）、シキミ、ウマノアシガタ、ノアザミ、

マンリョウ（希）、アラカシ、キランソウ、ナガバモミジイチゴ、カワラスゲ（やや希）、ダイコン

ソウ、コシダ、ウラジロ、マルバウツギ、ヤワラスゲ、ミツバアケビ、ベニシダ、カナメモチ、サ

カキ、ナンテン、リンボク（希）、ムベ（やや希）、ナキリスゲ、フジ、ケヤキ、フモトシダ、フユ

イチゴ、ゼンマイ（胞子葉）、コショウノキ（希･準絶滅危惧）、ベニシダ、ビナンカズラ、オオア

リドオシ（やや希）、ノイバラ、イタドリ、ツブラジイ、コウヤボウキ、ミヤコザサ（やや希）、シ

ュンラン、リョウブ、マルバアオダモ、コナラ、シラカシ、ヤブツバキ、アラカシ、ゼンマイ、ム

ロウマムシグサ（やや希）、シュロ、キジノオシダ、イヌザクラ（希）、アオキ、テイカカズラ、フ
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ユイチゴ、オオキジノオ（やや希）、ネズミモチ、ヤマウルシ、コクラン（やや希）、ジャノヒゲ、

ドクダミ、シャガ、コアカソ、ホトトギス sp.、ヒメヒオウギズイセン（帰）、オニタビラコ、マメ

ヅタ、ヤブコウジ、クマワラビ、タラヨウ（大阪府南部には多いが、北部は希）、スギ（植栽）、ヒ

ノキ（植栽）、クマワラビ、イタヤカエデ（やや希）、アカシデ（やや希）、ナワシログミ、ヘラシ

ダ、イヌツゲ、ウワミズザクラ（やや希）、ムクノキ、ツブラジイ、ヤブニッケイ、サカキ、カス

ミザクラ、ヤマモモ（やや希）、モウソウチク（逸出）、ビワ（逸出）、ナツハゼ、アカメガシワ、

ネジキ、ソヨゴ、ニガイチゴ 

 

登山道 Bコース（塔原コースとの合流点・標高 430ｍ～標高 500ｍ） 

タカノツメ、コバノガマズミ、モチツツジ、ウラジロ、ダンコウバイ（やや希）、タマミズキ（や

や希）、カクミノスノキ、シラカシ、チゴユリ、イノデ、オオバノイノモトソウ、フユイチゴ、ヤ

ブソテツ、コバンノキ（やや希）、シラキ、コアカソ、イワガネゼンマイ（やや希）、ニワトコ、ハ

ナイカダ、アオキ、ツリバナ、ビワ（逸出）、ナワシログミ、マダケ、シシガシラ、カゴノキ（や

や希）、ウバメガシ、ミヤマガマズミ（やや希）、ガンピ（やや希）、アカマツ、ミヤマナルコユリ

（やや希）、スイカズラ、マルバアオダモ、アカシデ（やや希）、フユザンショウ（やや希）、ツル

グミ（やや希）、キブシ、サルナシ（希）、ダンコウバイ（希）、クサイチゴ、タチツボスミレ、コ

ショウノキ（希･準絶滅危惧）、ネムノキ 

 

2009年 6月 25日 登山道Ｂコースと作業道 

 登山道 Bコースの標高 500ｍから作業道との合流点（標高 790ｍ）まで、作業道、および作業道

と登山道Ａコースの合流点付近の植物の種名を記録した。また、4月 22日に調査した登山道Ｂコー

スの標高 250ｍ～500ｍの区間も、再度記録をとった。調査者 3名。 

 

登山道 Bコース（標高 250ｍ～塔原コースとの合流点・標高 430ｍ） 

ウメモドキ、ミヤコザサ（やや希）、モミジカラスウリ（希）、ヘラシダ、イロハモミジ、アベマキ

（やや希）、タカノツメ、リョウブ、カクミノスノキ（赤い実）、アカシデ（やや希）、ネジキ、イ

ノデ、マツカゼソウ、ドクダミ（花）、ハエドクソウ（花）、コアカソ、ミズヒキ、チヂミザサ、イ

ワガネゼンマイ（やや希）、オオバノイノモトソウ、シラキ、コショウノキ（希･準絶滅危惧）、ガ

ンピ（やや希）（実ができかけ）、ヤマウルシ、ソヨゴ、ウバメガシ、コナラ 

 

登山道 Bコース（塔原コースとの合流点・標高 430ｍ～標高 500ｍ） 

ウバメガシの林、ミヤマナルコユリ（やや希）、コウヤボウキ、フユザンショウ（やや希）（実）、

ダンコウバイ（やや希）、ツルグミ（やや希）、ゼンマイ、イタドリ、オカトラノオ（花）、ニガナ、

ヤブイバラ（やや希）、ネズミモチ（花）、サルトリイバラ、アラカシ、モチツツジ、ヌルデ、ネム

ノキ、スイカズラ、コショウノキ（希･準絶滅危惧）（赤い実） 
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登山道 Bコース（標高 500ｍ～520ｍ） 

ミヤマナルコユリ（やや希）、ムラサキニガナ、キブシ、ササユリ（少なくなっている）、シシガシ

ラ、ヒノキ（植栽）、スギ（植栽）ウバメガシ、リョウブ、ナガバモミジイチゴ、マルバウツギ（大

和川以北はない）、ヤマモモ（やや希）、コナラ、ビワ（逸出）、カクミノスノキ（実）、ジャノヒゲ、

ヒサカキ、アオキ、イワガラミ（やや希）、ヤマウルシ、コウヤボウキ、チゴユリ（実）、ミヤコザ

サ（やや希）、ウラジロ、ゼンマイ、アカマツ、モチツツジ、カスミザクラ 

 

登山道 Bコース枇杷平周辺（標高 520ｍ～600ｍ） 

ウラジロノキ（やや希）、ツブラジイ、ウバメガシ、リョウブ、コナラ、アカマツ、ヒサカキ、イ

ヌツゲ、コウヤボウキ、カクミノスノキ、ナツハゼ、ヤマウルシ（芽生え）、モチツツジ、トサノ

ミツバツツジ（やや希）、テイカカズラ、カスミザクラ、ヤブコウジ、オカトラノオ、エビガライ

チゴ（やや希）、ニガイチゴ、クマノミズキ、コバノガマズミ、ヒメコウゾ、コガクウツギ（希）、

コバンノキ（やや希）、ウリハダカエデ（やや希）、ヤマコウバシ、ニワトコ、ノリウツギ（やや希）、

イタヤカエデ（やや希）、ミヤマシキミ（ツルシキミ）（やや希）、ナワシログミ、ヤブムラサキ、

ウラジロノキ（やや希）、タマミズキ（やや希）、ツルアリドウシ（花）、ヒメクロモジ（やや希）、

コマユミ、ヤマアジサイ（花）、ナガバヤブマオ（やや希） 

 

登山道 Bコース舗装道路（標高 600ｍ～650ｍ） 

ドクダミ、クズ、ヨモギ、オヤブジラミ、ヨウシュヤマゴボウ（帰）、イタドリ、シラカシ、イワ

ヒメワラビ（やや希）、キブシ、ヌカボシソウ、ヒカゲノカズラ（やや希）、シシガシラ、ゼンマイ、

サルトリイバラ、ミヤマシキミ（ツルシキミ）（やや希）、ツクバネウツギ、ハナイカダ、ムロウマ

ムシグサ（やや希）、キウイ（逸出）、ガンピ（やや希）、コバノミツバツツジ、サジガンクビソウ、

ヒカゲノカズラ（やや希）、タチシノブ、ホラシノブ、コシダ、ウラジロマタタビ（希）、ヒメハギ、

テイカカズラ、ネコハギ、コナスビ、ヒメジョオン、ダイコンソウ、センブリ、マルバハギ、ホタ

ルブクロ、ササユリ（少なくなっている） 

 

登山道 Bコース（緑の百選看板・標高 650ｍ～作業道との分岐点・標高 790ｍ） 

ホオノキ（やや希）、タンナサワフタギ、イタヤカエデ（やや希）、アカショウマ（やや希）、ムラ

サキニガナ、カキノハグサ（花）（希･要注目）、ショウジョウバカマ、ホトトギス sp.、メギ（希･

準絶滅危惧）、タムシバ（やや希）、イチヤクソウ（花）（やや希）、シラキ、ウリハダカエデ（やや

希）、タツナミソウ、ギンリョウソウ（希） 

 

作業道（登山道 Bコースとの分岐点・標高 790ｍ～登山道 Aコースとの分岐点・標高 690ｍ） 

オトコエシ、エゴノキ、オオバコ、ウド（やや希）、ナガバモミジイチゴ、タケニグサ、ミヤマシ

キミ（ツルシキミ）（やや希）、ヤマアジサイ（花）、コバンノキ（やや希）、フタリシズカ（やや希）、

タラノキ、シキミ（やや希）、モミジガサ（やや希）、ウリカエデ（やや希）、ミカエリソウ（やや
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希）、アズサ（ミズメ）（希） 

 

登山道 Aコース（作業道との分岐点・標高 670ｍから少し下る） 

ダンコウバイ（やや希）、ハエドクソウ、ホトトギス sp、ミヤマウコギ（希･要注目）、クサアジサ

イ、ホソバウマノスズクサ（やや希）、イヌガヤ（やや希）、トチバニンジン（やや希）、ミゾホオ

ズキ（花）（やや希）、ミズタビラコ（花）、ササノハスゲ（やや希）、イワタバコ（やや希）、オオ

バアサガラ（希）、サワギク（花）、クジャクシダ（やや希）、ムラサキシキブ、キツリフネ（花）（や

や希）、ナンバンハコベ（やや希） 

 

2009年 7月 2日 登山道 A コース 

 春日橋（標高 308ｍ）から登山道 Aコースを和泉葛城山山頂まで登り、出現した植物の種名を記

録した。調査者 1名。 

 

春日橋（標高 308ｍ～350ｍ） 

イノコヅチ、カラムシ、チヂミザサ、フユイチゴ、クサイチゴ、シャガ、ドクダミ、フモトシダ、

イノモトソウ、クジャクシダ（やや希）、ゼンマイ、マルバウツギ、コアカソ、ウツギ、クマノミ

ズキ、モミジカラスウリ（希）、ムラサキシキブ、オトギリソウ、ムロウマムシグサ（やや希）、シ

ロバナハンショウヅル（希･要注目）、アカネ、ヒメジョオン（帰）、イタドリ 

 

登山道 Aコース（標高 350ｍ～宿ノ谷入口・標高 375ｍ） 

イロハモミジ、イワタバコ（やや希）、カンスゲ（やや希）、オオバノイノモトソウ、クマワラビ、

セキショウ、ヤマアジサイ、シラキ、ヤブツバキ、コバンノキ（やや希）、カマツカ、ケヤキ、コ

マユミ 

 

本谷分岐点（標高 375ｍ） 

ニワトコ、チゴユリ、アカマツ、ササユリ、ウバメガシ、ネジキ、ソヨゴ、タカノツメ、ホタルブ

クロ、ケケンポナシ（落枝）、ホオノキ（やや希）、イロハモミジ、レモンエゴマ、セキショウ、イ

ズミカンアオイ（やや希・要注目）、フタリシズカ（やや希）、キジノオシダ（やや希） 

 

登山道 Aコース橋（右岸へ標高 430ｍ） 

ミカエリソウ（やや希）、コショウノキ（希･準絶滅危惧）、ヒメレンゲ（やや希）、ミズタビラコ、

オオバアサガラ（希）、フタリシズカ（やや希）、ヒトリシズカ（やや希）、ムカゴイラクサ（やや

希） 

 

登山道 Aコース橋（左岸へ標高 500ｍ） 

ミズタビラコ、ミゾホオズキ（やや希）、キツリフネ（やや希）、サワギク、ヤマアジサイ、クサア
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ジサイ 

 

登山道 Aコース・大阪みどりのトラスト協会の看板（標高 535ｍ） 

イワタバコ（やや希）、ウラジロガシ（やや希）、ヤブツバキ、アスナロ（植栽） 

 

登山道 Aコース・ハシカケノ滝（標高 580ｍ） 

ミヤマウコギ（希･要注目）、テイショウソウ（希）、ヤブツバキ、ブナ（希） 

 

登山道 Aコース（作業道分岐点・標高 670ｍ～ブナ林保全コアゾーン境界・標高 760ｍ） 

コナラ、ミヤマシキミ（やや希）、ネジキ、アズサ（ミズメ）（希）、ウバメガシ、ソヨゴ、リョウ

ブ、ウラジロノキ（やや希）、コバノミツバツツジ、ウリノキ（やや希）、オトコエシ、カキノハグ

サ（希･要注目） 

 

登山道 Aコース（ブナ林保全コアゾーン境界・標高 760ｍ～デッキ・標高 840ｍ） 

ミカエリソウ（やや希）、トチバニンジン（やや希）、ユキザサ（希･要注目）、ハシリドコロ（希･

要注目）、ニリンソウ（やや希）、ユリワサビ（希）、トウゴクサバノオ（希）、チドリノキ（希）、

ブナ（希）、イヌブナ（やや希）、ウスバヒョウタンボク（希･準絶滅危惧）、コハウチワカエデ（希）、

ウラジロマタタビ（希） 

 

デッキ付近（標高 840ｍ） 

コシアブラ、ブナ（希）、シラキ、クリ、ホオノキ（やや希）、タンナサワフフタギ、イヌツゲ、ア

カシデ（やや希）、イワガラミ（やや希） 

 

山頂付近（標高 858ｍ） 

ウリハダカエデ（やや希）、ブナ（希）、イヌブナ（やや希）、イヌシデ（やや希）、アカシデ（やや

希）、ツリバナ 

 

2009年 8月 1日 登山道 A コース 

 登山道 Aコースの起点・春日橋（標高 308ｍ）から宿ノ谷入口の橋（標高 375ｍ）を経て、作業

道との合流点（標高 670ｍ）付近までの出現植物を記録した。調査者 3名。 

 

登山道 Aコース（春日橋・標高 308ｍ～宿ノ谷入口 375ｍ） 

シャガ、イノコヅチ、メヤブマオ、オオバノイノモトソウ、ヤブソテツ、チヂミザサ、フユイチゴ、

スギ（植栽）、ヒノキ（植栽）、ネズミモチ、ムラサキニガナ、ハナイカダ（雄株）、アオキ、マメ

ヅタ、クマワラビ、コヤブラン（やや希）、オニヤブソテツ、エビヅル、ダイコンソウ、コアカソ、

ヨシノアザミ、ヘビイチゴ、アオミズ、キツネガヤ、ミズヒキ、アカメガシワ、シュウブンソウ、
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ヒヨドリバナ、ヒメコウゾ（やや希）、ヤマコウバシ、ホウライカズラ（希）、ウラジロマタタビ（希）、

ヒメカンスゲ（やや希）、キチジョウソウ（希）、ミヤコミズ（希･要注目･[全]絶滅危惧Ⅱ類）、ア

カネ、トリガタハンショウヅル（やや希）、マツカゼソウ、アキノタムラソウ、ヒメジョオン、オ

オバコ、トウバナ、モミジカラスウリ（希）、ウツギ、イロハモミジ、ネムノキ（花）、アカメガシ

ワ、ゼンマイ、ハンノキ、クマノミズキ、ウラジロウツギ（やや希）、キツリフネ（やや希）、カエ

デドコロ、ヒメワラビ、ミドリヒメワラビ（やや希）、イワタバコ（やや希）（花）、ビナンカズラ、

ウバユリ、ハカタシダ（やや希）、オオツヅラフジ（やや希）、ヤマイヌワラビ、モミジカラスウリ

（希）、クジャクシダ（やや希）、ハクモウイノデ（やや希）、ヤマアジサイ、ノササゲ、フモトシ

ダ 

 

登山道 Aコース（宿ノ谷入口・標高 375ｍ～標高 600ｍ） 

タケニグサ、イワタバコ（やや希）、ムラサキシキブ、カンスゲ（やや希）、ヒヨドリジョウゴ、ニ

ワトコ、フモトシダ、ウラジロ、ケケンポナシ、シラキ、ホオノキ（やや希）、セキショウ、ヒメ

チドメ（やや希）、フタリシズカ（やや希）（花）、ムカゴイラクサ（やや希）、キジノオシダ、ヤマ

トウバナ（やや希）、ヤブコウジ（花）、ヒサカキ、アブラチャン（やや希）、ヤブツバキ、アオキ、

ミョウガ、クサアジサイ、コナスビ、ネコノメソウ、コバンノキ（やや希）、ミカエリソウ（やや

希）、コショウノキ（希・準絶滅危惧）、アカショウマ（やや希）、ミヤマフユイチゴ（やや希）、サ

サノハスゲ（やや希）、ミズタビラコ、シラスゲ、ミゾソバ、ミズタマソウ、ミゾホオズキ（やや

希）（実）、ハエドクソウ、ヒトリシズカ（やや希）（花）、トチバニンジン（やや希）、ヤマジオウ

（希･準絶滅危惧）、オオバノヤエムグラ（やや希） 

 

登山道 Aコース（標高 600ｍ～650ｍ） 

ミヤマウコギ（希･要注目）、モミジガサ（やや希）、ウリノキ（やや希）、アキチョウジ、タンナサ

ワフタギ、シキミ、コマユミ、イズミカンアオイ（やや希･要注目）、ウリカエデ（やや希）、ヤマ

ルリソウ、イヌザクラ（希）、アカシデ（やや希）、ヌカボシソウ、ダンコウバイ（やや希）、ミヤ

マシキミ（ツルシキミ）（やや希）、コウヤボウキ、シシガシラ、テイショウソウ（希）、ミヤマナ

ルコユリ（やや希）、テイカカズラ、サルトリイバラ、イワガラミ（やや希）、クサアジサイ、ヤマ

アジサイ、コカンスゲ 

 

登山道 Aコース（標高 650ｍ～690ｍ） 

ヤマザクラ、ウラジロノキ（やや希）、ブナ（希）、ウバメガシ、リョウブ、ヒサカキ、コナラ、ネ

ジキ、イヌツゲ、アズサ（ミズメ）（希）、タムシバ（やや希）、ヒノキ（植栽）、アオハダ（やや希）、

アカマツ 

 

登山道 Aコース（山頂へ行く作業道に少し入った地点・標高 690ｍ） 

ナガバモミジイチゴ、ヒメコウゾ（やや希）、ウド（やや希）、アキチョウジ、ホオノキ（やや希）、
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ウリノキ（やや希）、アカシデ（やや希）（実） 

 

2009年 9月 10日 山頂付近 

 和泉葛城山山頂（標高 858ｍ）から葛城神社の石段下（標高 830ｍ）を経て登山道Ｂコースを下

り、作業道との合流点（標高 790ｍ）まで行き、石段下まで引き返す。次に、登山道 Aコースを下

り、山頂への作業道との合流点（標高 690ｍ）まで行き、再び石段下まで引き返した。このうち、

登山道 Aコースの標高 760ｍから 670ｍまでは、ブナ林保全のコアゾーンではなくバッファゾーン

に入る。調査者 3名。 

 

和泉葛城山山頂付近（山頂駐車場から売店前石段、葛城神社、葛城神社石段下・標高 830ｍ） 

アズサ（ミズメ）（希）、キウイ（逸出）、アカシデ（やや希）（実をたくさん）、ケケンポナシ（実）、

アキグミ、ウリハダカエデ（やや希）、ロウバイ（植栽）、イヌシデ（やや希）、タラノキ、キンミ

ズヒキ、ケヤキ、シマスズメノヒエ、オオバコ、ヨモギ、ツユクサ、イタドリ、ヨシノアザミ、ウ

ツギ、ヘクソカズラ、ギンモクセイ（植栽）、オニドコロ､ホドイモ、マタタビ、アケビ、アオツヅ

ラフジ、コナラ、リョウブ、ミヤコザサ（やや希）、イロハモミジ、スギ（植栽）、ヒノキ（植栽）、

ササガヤ、ブナ（希）、チヂミザサ、ツリバナ、ナガバモミジイチゴ、ヤブタバコ、ドクダミ、イ

ノコヅチ、ヨモギ、ウバユリ、ミツバアケビ、フタリシズカ（やや希）、イヌブナ（やや希）、タム

シバ（やや希）、ツルマサキ（やや希）、コナラ、アカシデ（やや希）、ウリハダカエデ（やや希）、

ネジキ、イワガラミ（やや希）、ボタンヅル、コアカソ、ヤブハギ（やや希）、ヒメチドメ（やや希）、

モミジカラスウリ（希）、セトウチホトトギス（希･要注目）、シラキ、ヒメクロモジ（やや希）、ヤ

ブマオ、カマツカ 

 

登山道Ｂコース（葛城神社石段下・標高 830ｍ～作業道分岐点・標高 790ｍ） 

ススキ、エゴノキ、コハウチワカエデ（希）、ヤマイヌワラビ、シシガシラ、フキ、ヌルデ、シラ

キ、ツリバナ、イズミカンアオイ（やや希･要注目）、タラノキ、イヌツゲ、ヤドリギ（希）、シャ

シャンボ、アカガシ（やや希）、コカンスゲ、シラキ（実）、トサノミツバツツジ（やや希）（実）、

ホオノキ（やや希）、コシアブラ、ヒヨドリバナ、ミヤマシキミ（ツルシキミ）（やや希）、サルト

リイバラ、オトギリソウ、ススキ、フジ、テイショウソウ（希）（花）、ツルリンドウ、チゴユリ（実）、

イズミカンアオイ（やや希･要注目）、ウラジロノキ（やや希）、コバノガマズミ、ヒイラギ（やや

希）、ダンコウバイ（やや希）、カキノハグサ（希･要注目）、シロダモ、タンナサワフタギ、タカノ

ツメ、コウヤボウキ、ヒサカキ、コバノミツバツツジ、ヒメクロモジ（やや希）、ヤマウルシ 

 

登山道 Aコース（葛城神社石段下・標高 830ｍ～ブナ林保全コアゾーン境界・標高 760ｍ） 

ソヨゴ、リョウブ、タムシバ（やや希）、コハウチワカエデ（希）、タカノツメ、コナラ、ツリバナ、

シシガシラ、ミヤコザサ（やや希）、チゴユリ、コカンスゲ、スノキ、ウラジロノキ（やや希）、ツ

クバネウツギ、ゼンマイ、カキノハグサ（希･要注目）、アオバスゲ（希･要注目）、コバノミツバツ
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ツジ、ヒサカキ、ネズミモチ、イワガラミ（やや希）、ヒイラギ（やや希）、イズミカンアオイ（や

や希･要注目）、チゴユリ、テイショウソウ（希）、ハエドクソウ、ヤブソテツ、テイカカズラ、イ

タドリ、ササノハスゲ（やや希）、モミジガサ（やや希）（花）、ダイコンソウ（花）、イノコヅチ、

エイザンスミレ（希･準絶滅危惧）、ミズヒキ、クサアジサイ、アキチョウジ、ヤマルリソウ、ヒナ

ノウスツボ（希）、ユリワサビ（希）、チドリノキ（希）、アブラチャン（やや希）、キツリフネ（や

や希）、ムカゴイラクサ（やや希）、ハナタデ（花）、ユキザサ（希･要注目）、ミカエリソウ（やや

希）、ウマノミツバ、ミツバ、アオミズ、ノササゲ、ウリノキ（やや希）、モミジガサ（やや希）、

ミヤマハハソ（希）（実）、ジュウモンジシダ、ヒノキ（植栽）、スギ（植栽）、イタヤカエデ（やや

希）、エゴノキ、ノササゲ、メギ（希･準絶滅危惧）、アズサ（ミズメ）（希）、ヤマザクラ、ホオノ

キ（やや希）、ムベ（やや希）、ムロウマムシグサ（やや希）、マルバウツギ、イヌブナ（やや希）、

キブシ、ヤマアジサイ、コアカソ、クサアジサイ、チヂミザサ、ムラサキニガナ、ミヤマシキミ（ツ

ルシキミ）（やや希）、アオキ、ヤブソテツ、ナガバモミジイチゴ、アカガシ（やや希）、ヒイラギ

（やや希）、チゴユリ 

 

登山道 Aコース（標高 760ｍ～山頂への作業道分岐点・690ｍ）  

イズミカンアオイ（やや希･要注目）、コシアブラ、ツルアリドオシ、ツルリンドウ、ウラジロノキ

（やや希）、モチツツジ、カクミノスノキ、シキミ、ネジキ、ウバメガシ、ゼンマイ、コウヤボウ

キ、コバノガマズミ、ヒサカキ、タムシバ（やや希）、ホオノキ（やや希）、コシアブラ、キジノオ

シダ（やや希）、ナワシログミ、ナガバカキノハグサ（希）、チヂミザサ、ヤブタバコ、シハイスミ

レ、ツルニガクサ（やや希）、セトウチホトトギス（希･要注目）、コカンスゲ、ニガイチゴ、ヒメ

コウゾ、タンナサワフタギ、タケニグサ、サンショウ、ササノハスゲ（やや希）、ミズヒキ、イノ

コヅチ、ヤマコウバシ、ウリノキ（やや希）、ニワトコ、モミジカラスウリ（希）、ヌスビトハギ、

ドクダミ、オオバコ、ヤマノイモ、サルトリイバラ、メヤブマオ、ヒメコウゾ、ハダカホオズキ（や

や希）、ミヤマウコギ（希･要注目）、ハナイカダ、コバンノキ（やや希） 

 

山頂への作業道分岐点付近（標高 690ｍ） 

ムラサキニガナ、ウド（やや希）、アキチョウジ、タラノキ、ツユクサ 

 

2009年 9月 29日 東手川  

 春日橋（標高 308ｍ）から東手川林道を登り、カネギリ谷の橋（標高 460ｍ）までの出現植物を

記録した。調査者 3名。 

 

春日橋～水飲み場龍王（標高 308ｍ～320ｍ） 

ゲンノショウコ、ヌカキビ、ケチヂミザサ、ヘクソカズラ、イヌタデ、オオバコ、アキチョウジ（花）、 

チヂミザサ、クリハラン（やや希）、フユイチゴ、ミヤマカンスゲ、ナキリスゲ、コアカソ、アオ

キ、ゼンマイ、ヒノキ（植栽）、スギ（植栽）、ツユクサ、ジャノヒゲ、フジ、ネムノキ（幼）、イ
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ノコヅチ、クジャクシダ（やや希）、コバノヒノキシダ（やや希）、ミヤコミズ（希･要注目･[全]絶

滅危惧Ⅱ類）、マメヅタ、キヅタ、ノキシノブ、イノデ、ヤマザクラ、クマワラビ、オオキジノオ

（やや希）、イワガネソウ、ツルマメ、ウバユリ、オオバノイノモトソウ、ミズヒキ、ニワトコ、

ハナタデ、ハナイカダ 

 

水飲み場龍王～東手川橋（標高 320ｍ～325ｍ） 

ノコギリシダ、ミヤコミズ（希･要注目･[全]絶滅危惧Ⅱ類）、モミジカラスウリ（希）、マツカゼソ

ウ、ミョウガ、ミズヒキ、アキチョウジ、シュウブンソウ、カラムシ（花）、イノコヅチ、チヂミ

ザサ、ミズタビラコ、ハシカグサ（やや希）、オオバノハチジョウシダ（希）、ケヤキ、イブキシダ

（やや希）、ミゾシダ、クリハラン（やや希）、クサイチゴ、ヤエムグラ、ササガヤ、ヤマノイモ、

ヨシノアザミ（花）、コアカソ、アケビ、アカネ、マツカゼソウ、キヅタ、スイカズラ、ホドイモ、

ヘクソカズラ、ヤブハギ、ウツギ、キブシ、キツネノマゴ、オオツヅラフジ（やや希）、イワガネ

ゼンマイ（やや希）、ヒメコウゾ、ムクノキ、ハゼノキ、オオバノハチジョウシダ（希）、ヘビイチ

ゴ、コウゾリナ、ダイコンソウ（花）、シャガ、ヌスビトハギ、イヌチャセンシダ（やや希）、オニ

ドコロ、スイバ、ヤブガラシ、アオミズ、カラムシ、トウバナ、タネツケバナ、オオバコ、スギナ、

ウシハコベ、ミゾソバ（花）、タチシノブ、シンミズヒキ（やや希）、レモンエゴマ 

 

東手川橋周辺（標高 325ｍ） 

ヒヨドリバナ、クズ、ナキリスゲ、アカメガシワ、カラムシ、ツタ、ウツギ、キンミズヒキ、ヤマ

ノイモ、ヒメコウゾ、ヤブソテツ、イノデ、イヌガヤ（やや希）（実）、ヨモギ、ササガヤ、ツユク

サ、ウリノキ（やや希） 

 

東手川橋そばの空き地（標高 325ｍ） 

ツユクサ、キンエノコロ、アキノエノコログサ、キツネノマゴ、オヒシバ、ネズミノオ、コゴメガ

ヤツリ、オオバコ、スズメノヒエ、イヌタデ、キンミズヒキ、ダンドボロギク（帰）、タカサブロ

ウ、イヌコウジュ、ヤブカンゾウ、ヤブガラシ、アメリカイヌホオズキ（帰）、カラムシ、カエデ

ドコロ、アメリカセンダングサ（帰）、ブタクサ（帰）、クサイ、コブナグサ、ツボクサ、トウバナ、

ヘビイチゴ、コウゾリナ 

 

東手川橋（標高 325ｍ）～標高 350ｍ 

コメナモミ、ケヤブハギ（やや希）、アオミズ、エノキグサ、クマワラビ、チヂミザサ、ハナタデ、

ツユクサ、レモンエゴマ、ニワトコ、イノコヅチ、コナスビ、フユイチゴ、コアカソ、オオバノイ

ノモトソウ、ミョウガ、ナキリスゲ、クワクサ、クサイチゴ、ヤブイバラ（やや希）、シュウブン

ソウ、ビナンカズラ、ニワトコ（アケビ、とオオツヅラフジがまきつく）、ナンバンハコベ（やや

希）（花）、トキワトラノオ（希）、テイカカズラ、アオキ、ゲンノショウコ、アキチョウジ、イノ

モトソウ、ジャノヒゲ、クリハラン（やや希）、ハカタシダ（やや希）、ミズタビラコ、ナキリスゲ、
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アマチャヅル（やや希）、アオキ、シャガ、イノデ、アブラチャン（やや希）、ケネザサ、メナモミ、

ミゾソバ、アオミズ、アシボソ、ゲンノショウコ、シャガ、メヤブマオ（花）、リョウメンシダ（や

や希）、シラスゲ、ヒヨドリバナ、シラカシ、ヤマコウバシ、ミツバアケビ、カエデドコロ、カラ

スウリ、ススキ、ミズタマソウ、ヌルデ、ネズミモチ、シオデ（やや希）、エビヅル、セトウチホ

トトギス（希･要注目）、カヤラン（やや希）（ねじれたヤマザクラの幹に）、ヒガンバナ 

 

標高 350ｍ付近（道から川まで） 

ノコンギク、ヤナギタデ、ハナタデ、イワヒメワラビ（やや希）、ミゾソバ、ツユクサ、キツネノ

ボタン、カキドオシ、コアカソ、アオミズ、アキチョウジ、オオバコ、マタタビ、フキ、シュウブ

ンソウ、カタヒバ（やや希）、ヒメジソ 

 

標高 350ｍ～標高 415ｍ 

コヤブラン（やや希）、ネコハギ、ドクダミ、サルトリイバラ、イナカギク、ススキ、ヒガンバナ、

ヒヨドリバナ、ヨシノアザミ、アキチョウジ、シシガシラ、コシダ、ウラジロ、ガンクビソウ、ヤ

ブコウジ、ワラビ、ゼンマイ、センニンソウ、リョウブ、イタチハギ（帰）、ヨウシュヤマゴボウ

（帰）、セイタカアワダチソウ（帰）、ネムノキ、ヤマモモ（やや希）、イヌガラシ、オトコエシ、

ヘビイチゴ（実、花）、アカメガシワ（実）、イロハモミジ、クマノミズキ（実）、ヤマアジサイ、

ミョウガ、アワブキ（やや希）、フモトシダ、カテンソウ（やや希） 

 

川へ降りる小道周辺（砂防ダム・標高 415ｍ） 

アカネ（花、実）、ノコンギク、イタドリ、ミヤマササガヤ（希）、チヂミザサ、ケチヂミザサ、メ

ナモミ、キンミズヒキ、ミズヒキ、ヤマコウバシ（実）、スイカズラ（実）、イヌトウバナ、オオツ

ヅラフジ（やや希）、マダケ、ムラサキシキブ、シラキ、テイカカズラ、ツリバナ、ノガリヤス、

ノササゲ、ヤブマメ、ミヤマフユイチゴ（やや希） 

 

2009年 10月 9日 登山道 A コース  

 これまでの登山道 Aコース（春日橋付近・標高 308ｍ～ブナ林保全コアゾーン境界・標高 760ｍ）

での記録にない種を中心に、区画を細分して出現植物を記録した。調査者 1名。 

 

登山道 Aコース（標高 308ｍ～350ｍ） 

オオハナワラビ（やや希）、チヂミザサ、ハナタデ、イノコヅチ、ウリノキ（やや希）、ハカタシダ

（やや希）、オオバノイノモトソウ、ゼンマイ、シャガ、オオツヅラフジ（やや希）、ノコンギク、

カラムシ、ホウライカズラ（希）、ハナイカダ、キチジョウソウ（希）、ゲンノショウコ、マメヅタ、

シュウブンソウ、アキチョウジ、フユイチゴ、イロハモミジ、タマミズキ（やや希）、クジャクシ

ダ（やや希） 
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登山道 Aコース（標高 350ｍ～宿ノ谷入口・標高 375ｍ） 

イワタバコ（やや希）、モミジカラスウリ（希）、カンスゲ（やや希）、ミヤマカンスゲ、ナキリス

ゲ、ハンノキ、ムベ（やや希）、シラキ、オオツヅラフジ（やや希）、アブラチャン（実）（やや希）、

コマユミ（対岸） 

 

登山道 Aコース（宿ノ谷入口・標高 375ｍ～標高 400ｍ） 

アキチョウジ、シラキ、ノガリヤス、ハダカホオズキ（やや希）、ヨシノアザミ、コバンノキ（や

や希）、ヤマコウバシ、ミツバアケビ、ウラジロ、コシダ、ニワトコ 

 

登山道 Aコース右カーブ（標高 400ｍ～410ｍ） 

ウバメガシ、ネジキ、ヤマザクラ、イヌシデ（やや希）、ネジキ、タカノツメ 

 

登山道 Aコース（標高 410ｍ～450ｍ） 

ケケンポナシ（崖下の谷）、ホオノキ（やや希）、イロハモミジ、スギ（植栽）、レモンエゴマ、セ

キショウ、イズミカンアオイ（やや希・要注目）、アカシデ（やや希）、カヤ（やや希） 

 

登山道 Aコース（標高 450ｍ～466ｍ） 

フタリシズカ（やや希）、キジノオシダ、クサアジサイ、イヌガヤ（やや希）、クサアジサイ 

 

登山道 Aコース橋左岸から右岸へ（標高 466ｍ～500ｍ） 

ミカエリソウ（やや希）、コショウノキ（希･準絶滅危惧）、オオバアサガラ（希）、カヤラン（やや

希）（スギの落枝） 

 

登山道 Aコース橋右岸から左岸へ（標高 500ｍ～536ｍ） 

ヒトリシズカ（やや希）、ミズタビラコ、モミジカラスウリ（希）、ヤマアジサイ、オオハナワラビ

（やや希） 

 

登山道 Aコース（ブナ林保全バッファゾーン境界・標高 536ｍ～ハシカケノ滝・標高 600ｍ） 

アブラチャン（実）（やや希）、ハエドクソウ、アスナロ（希、平成 11 年度大阪みどりのトラスト

協会植樹）、アマチャヅル（やや希） 

 

登山道 Aコース（ハシカケノ滝・標高 600ｍ～山頂への作業道分岐点・標高 690ｍ） 

ミヤマウコギ（希･要注目）、ヤブツバキ、イヌザクラ（希）、コナラ、コウヤボウキ、チゴユリ、

アオキ、ヒサカキ、シキミ、ジュウモンジシダ 
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登山道 Aコース（山頂への作業道分岐点・標高 690ｍ～ブナ林保全コアゾーン境界・標高 760ｍ） 

ブナ（希）、イヌブナ（やや希） 

 

登山道 Aコース（ブナ林保全コアゾーン境界付近・標高 760ｍ） 

ウラジロマタタビ（希） 

 

2009年 10月 16日 登山道 A コース 

 春日橋付近（標高 308ｍ）から登山道 Aコースのハイカケノ滝（標高 600ｍ）までの記録にない

種を中心に、区画を細分して出現植物を記録した。調査者 1名。 

 

登山道 Aコース（標高 308ｍ～350ｍ） 

オオハナワラビ（やや希）、ホウライカズラ（希）、ハナイカダ、キチジョウソウ（希）、ハナタデ、

チヂミザサ、ゲンノショウコ、マメヅタ、シュウブンソウ、アキチョウジ、フユイチゴ、オオバノ

イノモトソウ、イロハモミジ、タマミズキ（やや希）、ウリノキ（やや希）、クジャクシダ（やや希） 

 

登山道 Aコース（標高 350ｍ～宿ノ谷入口・標高 375ｍ） 

ハンノキ、ムベ（やや希）、シラキ、オオツヅラフジ（やや希）、アブラチャン（実）（やや希）、モ

ミジカラスウリ（希）、イワタバコ（やや希）、コマユミ（対岸） 

 

登山道 Aコース（宿ノ谷入口・標高 375ｍ～標高 400ｍ） 

シラキ、ヤマコウバシ、ミツバアケビ、ウラジロ、コシダ、ニワトコ 

 

登山道 Aコース右カーブ（標高 400ｍ～標高 410ｍ） 

ヤマザクラ、ウバメガシ、イヌシデ（やや希）、ネジキ、タカノツメ 

 

登山道 Aコース（標高 410ｍ～450ｍ） 

ケケンポナシ（崖下の谷）、アカシデ（やや希）、ホオノキ（やや希）、カヤ（やや希） 

 

登山道 Aコース（標高 450ｍ～466ｍ） 

イヌガヤ（やや希）、クサアジサイ 

 

登山道 Aコース橋左岸から右岸へ（標高 466ｍ～500ｍ） 

ミカエリソウ（やや希）、コショウノキ（希･準絶滅危惧）、オオバアサガラ（希）、カヤラン（やや

希）（スギの落枝） 
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登山道 Aコース橋右岸から左岸へ（標高 500ｍ～536ｍ） 

ミズタビラコ、モミジカラスウリ（希）、ヤマアジサイ、オオハナワラビ（やや希） 

 

登山道 Aコース（標高 536ｍ～ハシカケノ滝・標高 600ｍ） 

アブラチャン（実）（やや希）、アスナロ（希）、アマチャヅル（やや希） 

 

登山道 Aコース（ハシカケノ滝付近・標高 600ｍ） 

ミヤマウコギ（希･要注目）、ジュウモンジシダ 
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表２-１．和泉葛城山で確認された植物のリスト（2009年調査）－１

登山道Bコース ： 標高250～790ｍ、登山道Bコースの山頂付近部分は含まない

作業道 ： ブナ林保全のためバッファゾーン内に設けられた道、Bコースとは標高790ｍ地点で、Aコースとは標高670ｍ地点で交わる

登山道Aコース ： 標高308～760ｍ、登山道Aコースの山頂付近部分は含まない

山頂付近 ： ブナ林のコアゾーンに相当し、Bコースの標高790ｍ以上の部分、Aコースの標高760ｍ以上の部分

東手川 ： 標高308～460ｍ、東手川林道沿い

調査コース　 東手川
科 種 学名 調査日　 4/22 6/25 6/25 8/1 6/25 7/2 8/1 9/10 10/9 10/16 7/2 9/10 10/9 9/29

被子植物　合弁花類
きく科 アメリカセンダングサ Bidens frondosa ○

イナカギク Aster ageratoides subsp. amplexifolius ○
オオジシバリ Ixeris debilis ○
オニタビラコ Youngia japonica ○
ガンクビソウ Carpesium divaricatum ○
コウゾリナ Picris hieracioides subsp. japonica ○
コウヤボウキ Pertya scandens ○ ○ ○ ○ ○ ○
コメナモミ Siegesbeckia orientalis subsp. glabrescens ○
サジガンクビソウ Carpesium glossophyllum ○
サワギク Senecio nikoensis ○ ○
シュウブンソウ Rhynchospermum verticillatum ○ ○ ○ ○
セイタカアワダチソウ Solidago altissima ○
タカサブロウ Eclipta prostrata ○
ダンドボロギク Erechtites hieracifolia ○
テイショウソウ Ainsliaea cordifolia ○ ○ ○
ニガナ Ixeris dentata ○
ノアザミ Cirsium japonicum ○
ノゲシ Sonchus oleraceus ○
ノコンギク Aster ageratoides subsp. ovatus ○ ○
ヒメジョオン Stenactis annuus ○ ○ ○
ヒヨドリバナ Eupatorium chinense var. oppositifolium ○ ○ ○
フキ Petasites japonicus ○ ○
ブタクサ Ambrosia artemisiifolia var. elatior ○
ムラサキニガナ Lactuca sororia ○ ○ ○ ○
メナモミ Siegesbeckia orientalis subsp. pubescens ○
モミジガサ Cacalia delphiniifolia ○ ○ ○
ヤブタバコ Carpesium abrotanoides ○ ○
ヨシノアザミ Cirsium nipponicum var. yoshinoi ○ ○ ○ ○
ヨモギ Artemisia princeps ○ ○ ○

ききょう科 ホタルブクロ Campanula punctata ○ ○
おみなえし科 オトコエシ Patrinia villosa ○ ○ ○
すいかずら科 ウスバヒョウタンボク Lonicera cerasina ○

コバノガマズミ Viburnum erosum ○ ○ ○ ○
スイカズラ Lonicera japonica ○ ○ ○
ツクバネウツギ Abelia spathulata ○ ○
ニワトコ Sambucus racemosa subsp. xanthocarpa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミヤマガマズミ Viburnum wrightii ○

おおばこ科 オオバコ Plantago asiatica ○ ○ ○ ○ ○ ○
はえどくそう科 ハエドクソウ Phryma leptostachya subsp. asiatica ○ ○ ○ ○ ○
いわたばこ科 イワタバコ Conandron ramondioides ○ ○ ○ ○ ○
きつねのまご科 キツネノマゴ Justicia procumbens ○
ごまのはぐさ科 オオイヌノフグリ Veronica persica ○

タチイヌノフグリ Veronica arvensis ○
ヒナノウスツボ Scrophularia duplicato-serrata ○
フラサバソウ Veronica hederaefolia ○
ミゾホオズキ Mimulus inflatus ○ ○ ○

なす科 アメリカイヌホオズキ Solanum americanum ○
ハシリドコロ Scopolia japonica ○
ハダカホオズキ Tubocapsicum anomalum ○ ○
ヒヨドリジョウゴ Solanum lyratum ○

しそ科 アキノタムラソウ Salvia japonica ○
アキチョウジ Rabdosia longituba ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
イヌコウジュ Mosla punctulata ○
イヌトウバナ Clinopodium micranthum ○
カキドオシ Glechoma hederacea subsp. grandis ○ ○
キランソウ Ajuga decumbens ○
タツナミソウ Scutellaria indica ○
ツルニガクサ Teucrium viscidum var. miquelianum ○
トウバナ Clinopodium gracile ○ ○ ○
ヒメジソ Mosla dianthera ○
ミカエリソウ Leucosceptrum srellipilum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマジオウ Lamium humile ○
ヤマトウバナ Clinopodium multicaule ○
レモンエゴマ Perilla frutescens var. citriodora ○ ○ ○

くまつづら科 ムラサキシキブ Callicarpa japonica ○ ○ ○ ○
ヤブムラサキ Callicarpa mollis ○

むらさき科 キウリグサ Trigonotis peduncularis ○
ミズタビラコ Trigonotis brevipes ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤマルリソウ Omphalodes japonica ○ ○

あかね科 アカネ Rubia argyi ○ ○ ○ ○
オオアリドオシ Damnacanthus indicus subsp. major ○
オオバノヤエムグラ Galium pseudo-asprellum ○
ツルアリドウシ Mitchella undulata ○ ○
ハシカグサ Hedyotis lindleyana var. hirsuta ○
ヘクソカズラ Paederia scandens ○ ○ ○
ヤエムグラ Galium spurium var. echinospermon ○ ○

きょうちくとう科 テイカカズラ Trachelospermum asiaticum ○ ○ ○ ○ ○
りんどう科 センブリ Swertia japonica ○

ツルリンドウ Tripterospermum japonicum ○ ○
まちん科 ホウライカズラ Gardneria nutans ○ ○ ○
もくせい科 ギンモクセイ （植栽） Osmanthus fragrans var. fragrans ○

ネズミモチ Ligustrum japonicum ○ ○ ○ ○ ○
ヒイラギ Osmanthus heterophyllus ○
マルバアオダモ Fraxinus sieboldiana ○

はいのき科 タンナサワフタギ Symplocos coreana ○ ○ ○ ○ ○
えごのき科 エゴノキ Styrax japonica ○ ○

オオバアサガラ Pterostyrax hispida ○ ○ ○ ○
さくらそう科 オカトラノオ Lysimachia clethroides ○

コナスビ Lysimachia japonica ○ ○ ○
やぶこうじ科 マンリョウ Ardisia crenata ○

ヤブコウジ Ardisia japonica ○ ○ ○ ○
つつじ科 カクミノスノキ Vaccinium hirtum ○ ○ ○

コバノミツバツツジ Rhododendron reticulatum ○ ○ ○
シャシャンボ Vaccinium bracteatum ○
スノキ Vaccinium smallii ○
トサノミツバツツジ Rhododendron dilatatum var. decandrum ○ ○
ナツハゼ Vaccinium oldhamii ○ ○
ネジキ Lyonia ovalifolia subsp. neziki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モチツツジ Rhododendron macrosepalum ○ ○ ○

いちやくそう科 イチヤクソウ Pyrola japonica ○
ギンリョウソウ Monotropastrum globosum ○

りょうぶ科 リョウブ Clethra barbinervis ○ ○ ○ ○ ○ ○

Bコース 作業道 Ａコース 山頂付近
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表２-２．和泉葛城山で確認された植物のリスト（2009年調査）－２

調査コース　 東手川
科 種 学名 調査日　 4/22 6/25 6/25 8/1 6/25 7/2 8/1 9/10 10/9 10/16 7/2 9/10 10/9 9/29

被子植物　離弁花類
せり科 ウマノミツバ Sanicula chinensis ○

オヤブジラミ Torilis scabra ○
セリ Oenanthe javanica ○
ツボクサ Centella asiatica ○
ヒメチドメ Hydrocotyle yabei ○ ○
ミツバ Cryptotaenia japonica ○

うこぎ科 ウド Aralia cordata ○ ○ ○
キヅタ Hedera rhombea ○
コシアブラ Acanthopanax sciadophylloides ○ ○ ○
タカノツメ Evodiopanax innovans ○ ○ ○ ○ ○ ○
タラノキ Aralia elata ○ ○ ○
トチバニンジン Panax japonicus ○ ○ ○
ミヤマウコギ Acanthopanax trichodon ○ ○ ○ ○ ○ ○

みずき科 アオキ Aucuba japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
クマノミズキ Cornus macrophylla ○ ○ ○ ○
ハナイカダ Helwingia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

うりのき科 ウリノキ Alangium platanifolium var. trilobum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
あかばな科 ミズタマソウ Circaea mollis ○ ○
うり科 アマチャヅル Gynostemma pentaphylla ○ ○ ○

カラスウリ Trichosanthes cucumeroides ○
モミジカラスウリ Trichosanthes multiloba ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

きぶし科 キブシ Stachyurus praecox ○ ○ ○ ○
すみれ科 エイザンスミレ Viola eizanensis ○

シハイスミレ Viola violacea ○
タチツボスミレ Viola grypoceras ○

ぐみ科 アキグミ Elaeagnus umbellata ○
ツルグミ Elaeagnus glabra ○ ○
ナワシログミ Elaeagnus pungens ○ ○ ○

じんちょうげ科 ガンピ Wikstroemia sikokiana ○ ○
コショウノキ Daphne kiusiana ○ ○ ○ ○ ○ ○

ぶどう科 エビヅル Vitis ficifolia ○ ○
ツタ Parthenocissus tricuspidata ○ ○
ヤブガラシ Cayratia japonica ○

くろうめもどき科 ケケンポナシ Hovenia tomentella ○ ○ ○ ○ ○
にしきぎ科 コマユミ Euonymus alatus f. ciliatodentatus ○ ○ ○ ○ ○

ツリバナ Euonymus oxyphyllus ○ ○ ○ ○
ツルマサキ Euonymus fortunei ○

もちのき科 アオハダ Ilex macropoda ○
イヌツゲ Ilex crenata ○ ○ ○ ○ ○
ウメモドキ Ilex serrata ○
ソヨゴ Ilex pedunculosa ○ ○ ○ ○ ○
タマミズキ Ilex micrococca ○ ○ ○ ○
タラヨウ Ilex latifolia ○

つりふねそう科 キツリフネ Impatiens noli-tangere ○ ○ ○ ○
あわぶき科 アワブキ Meliosma myriantha ○

ミヤマハハソ Meliosma tenuis ○
かえで科 イタヤカエデ Acer mono subsp. marmoratum ○ ○ ○

イロハモミジ Acer palmatum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウリカエデ Acer crataegifolium ○ ○
ウリハダカエデ Acer rufinerve ○ ○ ○
コハウチワカエデ Acer sieboldianum ○ ○
チドリノキ Acer carpinifolium ○ ○

うるし科 ヌルデ Rhus javanica ○ ○ ○
ハゼノキ Rhus succedanea ○
ヤマウルシ Rhus trichocarpa ○ ○ ○

ひめはぎ科 カキノハグサ Polygala reinii ○ ○ ○
ナガバカキノハグサ Polygala reinii f. angustifolia ○
ヒメハギ Polygala japonica ○

みかん科 サンショウ Zanthoxylum piperitum ○
フユザンショウ Zanthoxylum armatum var. subtrifoliatum ○ ○
マツカゼソウ Boenninghausenia japonica ○ ○ ○
ミヤマシキミ Skimmia japonica ○ ○ ○ ○ ○

とうだいぐさ科 アカメガシワ Mallotus japonicus ○ ○ ○
エノキグサ Acalypha australis ○
コバンノキ Phyllanthus flexuosus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シラキ Sapium japonicum ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ふうろそう科 ゲンノショウコ Geranium nepalense subsp. thunbergii ○ ○ ○
かたばみ科 ムラサキカタバミ Oxalis corymbosa ○
まめ科 イタチハギ Amorpha fruticosa ○

カラスノエンドウ Vicia sativa subsp. angustifolia ○
クズ Pueraria lobata ○ ○
ケヤブハギ Desmodium podocarpum subsp. fallax ○
スズメノエンドウ Vicia hirsuta ○
ツルマメ Glycine soja ○
ヌスビトハギ Desmodium racemosum ○ ○
ネコハギ Lespedeza pilosa ○ ○
ネムノキ Albizia julibrissin ○ ○ ○ ○
ノササゲ Dumasia truncata ○ ○ ○
フジ Wisteria floribunda ○ ○ ○
ホドイモ Apios fortunei ○ ○
マルバハギ Lespedeza cyrtobotrya ○
ヤブハギ Desmodium podocarpum subsp. oxyphyllum ○ ○
ヤブマメ Amphicarpaea edgeworthii var. japonica ○
レンゲ Astragalus sinicus ○

ばら科 イヌザクラ Prunus buergeriana ○ ○ ○
ウラジロノキ Sorbus japonica ○ ○ ○ ○ ○
ウワミズザクラ Prunus grayana ○
エビガライチゴ Rubus phoenicolasius ○
カスミザクラ Prunus verecunda ○ ○
カナメモチ Photinia glabra ○
カマツカ Pourthiaea vilosa var. laevis ○ ○
キンミズヒキ Agrimonia pilosa var. japonica ○ ○
クサイチゴ Rubus hirsutus ○ ○ ○
ダイコンソウ Geum japonicum ○ ○ ○ ○ ○
ナガバモミジイチゴ Rubus palmatus ○ ○ ○ ○ ○
ニガイチゴ Rubus microphyllus ○ ○ ○
ノイバラ Rosa multiflora ○
ビワ （逸出） Eriobotrya japonica ○ ○
フユイチゴ Rubus buergeri ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヘビイチゴ Duchesnea chrysantha ○ ○ ○ ○
ミヤマフユイチゴ Rubus hakonensis ○ ○
リンボク Prunus spinulosa ○
ヤブイバラ Rosa onoei ○ ○
ヤマザクラ Prunus jamasakura ○ ○ ○ ○ ○

ゆきのした科 アカショウマ Astilbe thunbergii ○ ○
イワガラミ Schizophragma hydrangeoides ○ ○ ○ ○
ウツギ Deutzia crenata ○ ○ ○ ○
ウラジロウツギ Deutzia maximovicziana ○ ○

Bコース 作業道 Ａコース 山頂付近
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表２-３．和泉葛城山で確認された植物のリスト（2009年調査）－３

調査コース　 東手川
科 種 学名 調査日　 4/22 6/25 6/25 8/1 6/25 7/2 8/1 9/10 10/9 10/16 7/2 9/10 10/9 9/29
ゆきのした科 クサアジサイ Cardiandra alternifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○

コガクウツギ Hydrangea luteo-venosa ○
ネコノメソウ Chrysosplenium grayanum ○
ノリウツギ Hydrangea paniculata ○
マルバウツギ Deutzia scabra ○ ○ ○
ヤマアジサイ Hydrangea macrophylla subsp. serrata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

べんけいそう科 ヒメレンゲ Sedum subtile ○
あぶらな科 イヌガラシ Rorippa indica ○

タネツケバナ Cardamine flexuosa ○ ○
ユリワサビ Wasabia tenuis ○ ○

けし科 タケニグサ Macleaya cordata ○ ○ ○
おとぎりそう科 オトギリソウ Hypericum erectum ○ ○
つばき科 サカキ Cleyera japonica ○

チャ （逸出） Camellia sinensis ○
ヒサカキ Eurya japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヤブツバキ Camellia japonica ○ ○ ○ ○

またたび科 ウラジロマタタビ Actinidia arguta var. hypoleuca ○ ○ ○ ○
キウイ （逸出） Actinidia chinensis ○ ○
サルナシ Actinidia arguta ○
マタタビ Actinidia polygama ○ ○

うまのすずくさ科 イズミカンアオイ Heterotropa sp. ○ ○ ○ ○ ○
ホソバウマノスズクサ Aristolochia onoei ○

せんりょう科 ヒトリシズカ Chloranthus japonicus ○ ○ ○
フタリシズカ Chloranthus serratus ○ ○ ○ ○ ○

どくだみ科 ドクダミ Houttuynia cordata ○ ○ ○ ○ ○ ○
つづらふじ科 アオツヅラフジ Cocculus trilobus ○

オオツヅラフジ Sinomenium acutum ○ ○ ○
あけび科 アケビ Akebia quinata ○ ○ ○

ミツバアケビ Akebia trifoliata ○ ○ ○ ○ ○
ムベ Stauntonia hexaphylla ○ ○

めぎ科 ナンテン Nandina domestica ○
メギ Berberis thunbergii ○ ○

きんぽうげ科 ウマノアシガタ Ranunculus japonicus ○
キツネノボタン Ranunculus silerifolius ○ ○
シロバナハンショウヅル Clematis williamsii ○
センニンソウ Clematis terniflora ○
トウゴクサバノオ Isopyrum trachyspermum ○
トリガタハンショウヅル Clematis tisaensis ○
ニリンソウ Anemone flaccida ○
ヒメウズ Aquilegia adoxoides ○
ボタンヅル Clematis apiifolia ○ ○

くすのき科 アブラチャン Lindera praecox ○ ○ ○ ○ ○
カゴノキ Litsea lancifolia ○
シロダモ Neolitsea sericea ○
ダンコウバイ Lindera obtusiloba ○ ○ ○ ○ ○
ヒメクロモジ Lindera umbellata var. lancea ○ ○
ヤブニッケイ Cinnamomum insularimontanum ○
ヤマコウバシ Lindera glauca ○ ○ ○ ○ ○ ○

しきみ科 シキミ Illicium anisatum ○ ○ ○ ○ ○
まつぶさ科 ビナンカズラ Kadsura japonica ○ ○ ○
もくれん科 タムシバ Magnolia salicifolia ○ ○ ○ ○

ホオノキ Magnolia obovata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ひゆ科 イノコヅチ Achyranthes japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
なでしこ科 ウシハコベ Stellaria aquatica ○

ナンバンハコベ Cucubalus baccifer var. japonicus ○ ○
ハコベ Stellaria media ○
ミミナグサ Cerastium holosteides var. hallaisanense ○

やまごぼう科 ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca americana ○ ○
たで科 イタドリ Reynoutria japonica ○ ○ ○ ○ ○

イヌタデ Persicaria longiseta ○
シンミズヒキ Polygonum fliforme var. neo-filiforme ○
スイバ Rumex acetosa ○ ○
ハナタデ Polygonum caespitosum subsp. yokusaianum ○ ○ ○ ○
ミズヒキ Antenoron filiforme ○ ○ ○ ○ ○
ミゾソバ Persicaria thunbergii ○ ○
ヤナギタデ Persicaria hydropiper ○

やどりぎ科 ヤドリギ Viscum album var. rubro-aurantiacum ○
いらくさ科 アオミズ Pilea mongolica ○ ○ ○

カテンソウ Nanocnide japonica ○
カラムシ Boehmeria nivea subsp. nipononivea ○ ○ ○ ○
コアカソ Boehmeria spicata ○ ○ ○ ○ ○ ○
ナガバヤブマオ Boehmeria sieboldiana ○
ミヤコミズ Pilea kiotensis ○ ○
ムカゴイラクサ Laportea bulbifera ○ ○ ○
メヤブマオ Boehmeria platanifolia ○ ○ ○
ヤブマオ Boehmeria longispica ○

くわ科 イタビカズラ Ficus nipponica ○
クワクサ Fatoua villosa ○
ヒメコウゾ Broussonetia kazinoki ○ ○ ○ ○ ○

にれ科 ケヤキ Zelkova serrata ○ ○ ○ ○
ムクノキ Aphananthe aspera ○ ○

ぶな科 アカガシ Quercus acuta ○
アラカシ Quercus glauca ○ ○
アベマキ Quercus variabilis ○
イヌブナ Fagus japonica ○ ○ ○
ウバメガシ Quercus phillyraeoides ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウラジロガシ Quercus salicina ○
クリ Castanea crenata ○
コナラ Quercus serrata ○ ○ ○ ○ ○ ○
シラカシ Quercus myrsinaefolia ○ ○ ○
ツブラジイ Castanopsis cuspidata ○ ○
ブナ Fagus crenata ○ ○ ○ ○ ○

かばのき科 アカシデ Carpinus laxiflora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アズサ （ミズメ） Betula grossa ○ ○ ○ ○
イヌシデ Carpinus tschonoskii ○ ○ ○ ○
ハンノキ Alnus japonica ○

やまもも科 ヤマモモ Myrica rubra ○ ○ ○

被子植物　単子葉類
らん科 カヤラン Sarcochilus japonicus ○ ○ ○

コクラン Liparis nervosa ○
シュンラン Cymbidium goeringii ○

しょうが科 ミョウガ Zingiber mioga ○ ○
あやめ科 シャガ Iris japonica ○ ○ ○ ○ ○

ヒメヒオウギズイセン Tritonia crocosmaeflora ○
やまのいも科 オニドコロ Dioscorea tokoro ○ ○

カエデドコロ Dioscorea quinqueloba ○ ○
ヤマノイモ Dioscorea japonica ○ ○

ひがんばな科 ヒガンバナ Lycoris radiata ○

Bコース 作業道 Ａコース 山頂付近
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表２-４．和泉葛城山で確認された植物のリスト（2009年調査）－４

調査コース　 東手川
科 種 学名 調査日　 4/22 6/25 6/25 8/1 6/25 7/2 8/1 9/10 10/9 10/16 7/2 9/10 10/9 9/29
ゆり科 ウバユリ Cardiocrinum cordatum ○ ○ ○

キチジョウソウ Reineckea carnea ○ ○ ○
コヤブラン Liriope spicata ○ ○
ササユリ Lilium japonicum ○ ○
サルトリイバラ Smilax china ○ ○ ○ ○ ○
シオデ Smilax riparia var. ussuriensis ○
ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus ○ ○ ○
ショウジョウバカマ Heloniopsis orientalis ○
セトウチホトトギス Tricyrtis setouchiensis ○ ○ ○
チゴユリ Disporum smilacinum ○ ○ ○ ○ ○
ホトトギス sp. Tricyrtis sp. ○ ○ ○
ミヤマナルコユリ Polygonatum lasianthum ○ ○ ○
ヤブカンゾウ Hemerocallis fulva var. kwanso ○
ユキザサ Smilacina japonica ○ ○

いぐさ科 クサイ Juncus tenuis ○
スズメノヤリ Luzula capitata ○
ヌカボシソウ Luzula pulmosa var. macrocarpa ○ ○

つゆくさ科 ツユクサ Commelina communis ○ ○ ○
さといも科 セキショウ Acorus gramineus ○ ○ ○ ○

ムロウマムシグサ Arisaema kishidae ○ ○ ○ ○
やし科 シュロ Trachycarpus fortunei ○
かやつりぐさ科 アオバスゲ Carex insaniae var. papillaticulmis ○

カワラスゲ Carex incisa ○
カンスゲ Carex morrowii ○ ○ ○
コカンスゲ Carex reinii ○ ○ ○
コゴメガヤツリ Cyperus iria ○
ササノハスゲ Carex pachygyna ○ ○ ○ ○
シラスゲ Carex doniana ○ ○
ナキリスゲ Carex lenta ○ ○ ○
ヒメカンスゲ Carex conica ○
ミヤマカンスゲ Carex dolichostachya subsp. multifolia ○ ○
ヤワラスゲ Carex transversa ○

いね科 アキノエノコログサ Setaria faberi ○
アシボソ Eulalia vlmlnea var. polystachya ○
オヒシバ Eleusine indica ○
キツネガヤ Bromus pauciflorus ○
キンエノコロ Setaria glauca ○
ケネザサ Pleioblastus fortunei f. pubescens ○
ケチヂミザサ Oplismenus undulatifolius f. japonicus ○
コブナグサ Arthraxon hispidus ○
ササガヤ Microstegium japonicum ○ ○
シマスズメノヒエ Paspalum dilatatum ○
ススキ Miscanthus sinensis ○ ○
スズメノヒエ Paspalum thunbergii ○
チヂミザサ Oplismenus undulatifolius f. japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヌカキビ Panicum bisulcatum ○
ネズミノオ Sporobolus indicus var. purpureo-suffusus ○
ノガリヤス Calamagrostis arundinacea ○ ○
マダケ Phyllostachys bambusoides ○ ○
ミゾイチゴツナギ Poa acroleuca ○
ミヤコザサ Sasa nipponica ○ ○ ○
ミヤマササガヤ Microstegium nudum ○
モウソウチク （逸出） Phyllostachys heterocycla ○

裸子植物
ひのき科 アスナロ （植栽） Thujopsis dolabrata ○ ○ ○

スギ （植栽） Cryptomeria japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヒノキ （植栽） Chamaecyparis obtusa ○ ○ ○ ○ ○

まつ科 アカマツ Pinus densiflora ○ ○ ○ ○
いぬがや科 イヌガヤ Cephalotaxus harringtonia f. drupacea ○ ○ ○ ○
いちい科 カヤ Torreya nucifera ○ ○

シダ植物
ひかげのかずら科 ヒカゲノカズラ Lycopodium clavatum ○
いわひば科 カタヒバ Selaginella heterostachys ○
とくさ科 スギナ Equisetum arvense ○ ○

トクサ Equisetum hyemale ○
はなやすり科 オオハナワラビ Botrychium japonicum ○ ○
ぜんまい科 ゼンマイ Osmunda japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
きじのおしだ科 オオキジノオ Plagiogyria euphlebia ○ ○

キジノオシダ Plagiogyria japonica ○ ○ ○ ○ ○
うらじろ科 ウラジロ Gleichenia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○

コシダ Dicranopteris linearis ○ ○ ○ ○ ○
こばのいしかぐま科 イワヒメワラビ Hypolepis punctata ○ ○

フモトシダ Microlepia marginata ○ ○ ○ ○
ワラビ Persea americana ○

ほんぐうしだ科 ホラシノブ Sphenomeris chinensis ○ ○
ほうらいしだ科 イワガネゼンマイ Coniogramme intermedia ○ ○ ○

イワガネソウ Coniogramme japonica ○
クジャクシダ Adiantum pedatum ○ ○ ○ ○ ○ ○
タチシノブ Onychium japonicum ○ ○

いのもとそう科 イノモトソウ Pteris multifida ○ ○
オオバノイノモトソウ Pteris cretica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオバノハチジョウシダ Pteris excelsa ○

ちゃせんしだ科 イヌチャセンシダ Asplenium tripteropus ○
コバノヒノキシダ Asplenium sarelii ○
トキワトラノオ Asplenium pekinense ○
チャセンシダ Asplenium trichomanes ○

ししがしら科 シシガシラ Blechnum niponicum ○ ○ ○ ○ ○
おしだ科 オニヤブソテツ Cyrtomium falcatum ○

イノデ Polystichum polyblepharum ○ ○ ○
クマワラビ Dryopteris lacera ○ ○ ○ ○
ジュウモンジシダ Polystichum tripteron ○ ○ ○
ハカタシダ Arachnioides simplicior ○ ○ ○
ベニシダ Dryopteris erythrosora ○
ヤブソテツ Cyrtomium foutunei ○ ○ ○ ○
リョウメンシダ Arachnioides standishii ○

ひめしだ科 イブキシダ Thelypteris esquirolii var. glabrata ○
ヒメワラビ Thelypteris torresiana var. calvata ○
ミゾシダ Stegnogramma pozoi subsp. mollissima ○
ミドリヒメワラビ Thelypteris viridifrons ○

いわでんだ科 ノコギリシダ Diplazium wichurae ○
ハクモウイノデ Deparia pycnosora ○
ヘラシダ Diplazium subsinuatum ○ ○
ヤマイヌワラビ Athyrium vidalii ○ ○

うらぼし科 クリハラン Neocheiropteris ensata ○
ノキシノブ Lepisorus thuncergianus ○
マメヅタ Lemmaphyllum microphyllum ○ ○ ○ ○ ○
ミツデウラボシ Crypsinus hastatus ○

Bコース 作業道 Ａコース 山頂付近
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イヌガヤ
いぬがや科

東手川 2009年9月29日

イヌシデ
かばのき科

和泉葛城山 2009年9月10日

アカシデ
かばのき科

和泉葛城山 2009年9月10日

アズサ
かばのき科

和泉葛城山 2009年9月10日

ブナ
ぶな科

作業道 2009年6月25日

イヌブナ
ぶな科

和泉葛城山 2009年9月10日

図版１．和泉葛城山の主な植物－１

アカガシ
ぶな科

登山道Bコース 2009年9月10日

コジイ
ぶな科

登山道Bコース 2009年4月22日

ヤドリギ
やどりぎ科

登山道Aコース 2009年9月10日

ナンバンハコベ
なでしこ科

東手川 2009年9月29日

カゴノキ
くすのき科

登山道Bコース 2009年4月22日

ミヤコミズ
いらくさ科

東手川 2009年9月29日
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ヤマコウバシ
くすのき科

東手川 2009年9月29日

アブラチャン
くすのき科

登山道Aコース 2009年9月10日

イズミカンアオイ
うまのすずくさ科

登山道Aコース 2009年8月1日

イワガラミ
ゆきのした科

登山道Bコース 2009年6月25日

ニガイチゴ
ばら科

登山道Bコース 2009年4月22日

図版２．和泉葛城山の主な植物－２

ヘビイチゴ
ばら科

東手川 2009年9月29日

アカメガシワ
とうだいぐさ科

東手川 2009年9月29日

サンショウ
みかん科

登山道Bコース 2009年4月22日

ミヤマシキミ
みかん科

登山道Bコース 2009年9月10日

カキノハグサ
ひめはぎ科

登山道Bコース 2009年6月25日

コハウチワカエデ
かえで科

登山道Bコース 2009年9月10日

ヒメクロモジ
くすのき科

和泉葛城山 2009年9月10日
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ツリバナ
にしきぎ科

和泉葛城山 2009年9月10日

コショウノキ
じんちょうげ科

登山道Bコース 2009年4月22日

モミジカラスウリ
うり科

東手川 2009年9月29日

クマノミズキ
みずき科

東手川 2009年9月29日

ハナイカダ
みずき科

登山道Bコース 2009年4月22日

ミヤマウコギ
うこぎ科

登山道Aコース 2009年8月1日

図版３．和泉葛城山の主な植物－３

タカノツメ
うこぎ科

登山道Bコース 2009年4月22日

ギンリョウソウ
いちやくそう科

登山道Bコース 2009年6月25日

カクミノスノキ
つつじ科

登山道Bコース 2009年6月25日

マルバアオダモ
もくせい科

登山道Bコース 2009年4月22日

ツルリンドウ
りんどう科

登山道Bコース 2009年9月10日

アカネ
あかね科

東手川 2009年9月29日
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ミズタビラコ
むらさき科

東手川 2009年9月29日

レモンエゴマ
しそ科

東手川 2009年9月29日

アキチョウジ
しそ科

東手川 2009年9月29日

ミゾホオズキ
ごまのはぐさ科

登山道Aコース 2009年6月25日

イワタバコ
いわたばこ科

登山道Aコース 2009年8月1日

ニワトコ
すいかずら科

東手川 2009年9月29日

図版４．和泉葛城山の主な植物－４

コバノガマズミ
すいかずら科

登山道Bコース 2009年4月22日

ミヤマガマズミ
すいかずら科

登山道Bコース 2009年4月22日

ノコンギク
きく科

東手川 2009年9月29日

セトウチホトトギス
ゆり科

和泉葛城山 2009年9月10日

コヤブラン
ゆり科

登山道Aコース 2009年8月1日

シオデ
ゆり科

東手川 2009年9月29日
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シュンラン
らん科

登山道Bコース 2009年4月22日

ヒカゲノカズラ
ひかげのかずら科

登山道Bコース 2009年6月25日

カタヒバ
いわひば科

東手川 2009年9月29日

ゼンマイ
ぜんまい科

登山道Bコース 2009年4月22日

ウラジロ
うらじろ科

登山道Bコース 2009年4月22日

キジノオシダ
きじのおしだ科

登山道Bコース 2009年4月22日

図版５．和泉葛城山の主な植物－５

フモトシダ
こばのいしかぐま科

登山道Bコース 2009年4月22日

イワヒメワラビ
こばのいしかぐま科

東手川 2009年9月29日

イワガネゼンマイ
ほうらいしだ科

登山道Bコース 2009年4月22日

クジャクシダ
ほうらいしだ科

登山道Aコース 2009年6月25日

オオバノイノモトソウ
いのもとそう科

登山道Bコース 2009年4月22日

オオバノハチジョウシダ
いのもとそう科

東手川 2009年9月29日
 



 87 

ジュウモンジシダ
おしだ科

登山道Aコース 2009年9月10日

イノデ
おしだ科

登山道Bコース 2009年4月22日

ヤブソテツ
おしだ科

登山道Bコース 2009年4月22日

ハカタシダ
おしだ科

登山道Aコース 2009年8月1日

リョウメンシダ
おしだ科

東手川 2009年9月29日

ベニシダ
おしだ科

登山道Bコース 2009年4月22日

図版６．和泉葛城山の主な植物－６

クマワラビ
おしだ科

登山道Bコース 2009年4月22日

イブキシダ
ひめしだ科

東手川 2009年9月29日

ノコギリシダ
いわでんだ科

東手川 2009年9月29日

ヘラシダ
いわでんだ科

登山道Bコース 2009年6月25日

イヌチャセンシダ
ちゃせんしだ科

東手川 2009年9月29日

コバノヒノキシダ
ちゃせんしだ科

東手川 2009年9月29日  


